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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
「
第
三
十
八
瑞
祥
丸
」
船
長
の
解
放
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
と
し
て
承
知
し
て
い
る
。

二
、
三
及
び
五
に
つ
い
て

二
千
七
年
一
月
二
十
一
日
、
外
務
本
省
に
お
い
て
、
当
時
の
松
田
邦
紀
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
長
よ
り
コ
ス
チ
ン
在
日

本
国
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
参
事
官
に
対
し
、
事
実
関
係
の
詳
細
の
確
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
拿
捕
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
に
か
ん
が
み
、
我
が
国
と
し
て
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

迅
速
な
解
決
を
求
め
る
旨
申
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同
月
二
十
二
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
、
外
務
本
省
か
ら
の
訓
令
を

受
け
て
、
在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
館
よ
り
ロ
シ
ア
連
邦
外
務
省
に
対
し
同
様
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。

同
日
、
コ
ス
チ
ン
在
日
本
国
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
参
事
官
よ
り
拿
捕
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
き
通
報
が
あ
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、
中
村
和
彦
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
首
席
事
務
官
よ
り
同
参
事
官
に
対
し
、
本
件
拿
捕
は
、
領
土
問
題
に
関
す
る

我
が
国
の
立
場
に
か
ん
が
み
、
我
が
国
と
し
て
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
拿
捕
さ
れ
た
船
体
及
び
乗
組

員
の
即
時
解
放
を
求
め
る
旨
改
め
て
申
し
入
れ
た
。

一



そ
の
後
も
、
外
務
省
よ
り
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
に
対
し
、
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、

拿
捕
さ
れ
た
船
体
及
び
乗
組
員
の
即
時
解
放
を
累
次
に
わ
た
り
求
め
て
き
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

当
時
の
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
長
は
、
松
田
邦
紀
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
を
含
む
関
係
省
庁
間
で
必
要
な
連
絡
を
緊
密
に
と
り
つ
つ
、
対
応
し
た
。

七
に
つ
い
て

在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
よ
り
、
複
数
回
電
話
連
絡
を
行
っ
た
が
、
連
絡
の
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
御
指
摘
の
船
長
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、

御
指
摘
の
船
長
と
外
務
省
職
員
と
の
面
会
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第

二
二
九
号
）
に
お
い
て
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
船
体
に
つ
い
て
は
、
二
千
七
年
六
月
六
日
現
在
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
返
還
さ
れ
て
い
な
い
。

二



九
に
つ
い
て

外
務
省
よ
り
ロ
シ
ア
連
邦
の
関
係
当
局
に
対
し
、
川
端
船
長
の
解
放
後
も
引
き
続
き
御
指
摘
の
船
体
の
返
還
を
申
し
入
れ

て
い
る
。

三


